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(57)【要約】
【課題】溶剤に不溶であったり、嵩高く反応性が低かったりするカルボニル化合物を用い
ても、高いアセタール化度を有するビニルアセタール系重合体を製造することができるビ
ニルアセタール系重合体の製造方法を提供する。
【解決手段】混練機内でビニルアルコール系重合体とカルボニル化合物と水との混合物に
窒素を導入し、前記窒素中で前記ビニルアルコール系重合体と前記カルボニル化合物とを
混練反応させる第一工程と、二酸化炭素を混練機内に導入し、前記二酸化炭素中で前記ビ
ニルアルコール系重合体と前記カルボニル化合物とを更に混練反応させる第二工程とを有
するビニルアセタール系重合体の製造方法。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
混練機内でビニルアルコール系重合体とカルボニル化合物と水との混合物に窒素を導入し
、前記窒素中で前記ビニルアルコール系重合体と前記カルボニル化合物とを混練反応させ
る第一工程と、二酸化炭素を混練機内に導入し、前記二酸化炭素中で前記ビニルアルコー
ル系重合体と前記カルボニル化合物とを更に混練反応させる第二工程とを有する
ことを特徴とするビニルアセタール系重合体の製造方法。
【請求項２】
窒素及び二酸化炭素は１ＭＰａ以上の高圧状態、５０℃～２００℃、又は、超臨界状態で
あることを特徴とする請求項１に記載のビニルアセタール系重合体の製造方法。
【請求項３】
カルボニル化合物はアルデヒドであることを特徴とする請求項１又は２記載のビニルアセ
タール系重合体の製造方法。
【請求項４】
カルボニル化合物は、置換基を有する芳香環、置換基を有するシクロオレフィン環、又は
、置換基を有する飽和炭化水素環を有するアルデヒドであることを特徴とする請求項１又
は２記載のビニルアセタール系重合体の製造方法。
【請求項５】
請求項１、２、３又は４記載のビニルアセタール系重合体の製造方法によって製造される
ことを特徴とするビニルアセタール系重合体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、溶剤に不溶であったり、嵩高く反応性が低かったりするカルボニル化合物を用
いても、高いアセタール化度を有するビニルアセタール系重合体を製造することができる
ビニルアセタール系重合体の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
ビニルアルコール系重合体は、高い水溶性を有し、製膜性に優れるためフィルム等に用い
られている。しかしながら、天井温度と融点が非常に近く、更に、容易に脱水反応が起こ
り、樹脂の熱劣化が起こりやすいために成形性が悪く、用途も繊維やフィルムに限定され
ていた。また、ビニルアルコール系重合体のフィルムは主に溶液のキャスト法で作製され
るために溶融押出法と比較して著しく生産性に劣っていた。
【０００３】
一方、ビニルアルコール系重合体をアセタール化反応させることで得られるビニルアセタ
ール系重合体は、合わせガラス用中間膜、印刷インク、バインダー、接着剤、塗料等に用
いられているが、従来の製造方法では変性できる範囲が限られていることから応用には限
界があった。
【０００４】
特許文献１、２には、耐熱性を向上させるためにビニルアルコール系重合体と嵩高い置換
基を有するカルボニル化合物とをアセタール化反応させることで得られるビニルアセター
ル系重合体が開示されている。しかしながら、嵩高い置換基を有するカルボニル化合物は
、ビニルアルコール系重合体との共通溶媒が極めて少なく適当な反応系がなかったり、立
体障害の影響により反応性が低かったりするため、従来の製造方法ではアセタール化度の
低いビニルアセタール系重合体しか得ることができなかった。特に、主鎖中にエチレン単
位を有するビニルアルコール系重合体（エチレン－ビニルアルコール共重合体）は、エチ
レン単位が増加するに従って、溶解可能な溶媒が極端に少なくなるため、嵩高い置換基を
有するカルボニル化合物との共通溶媒を見出すのは非常に困難であった。
【特許文献１】特開昭６０－２５５８０５号公報
【特許文献２】特開昭６２－１４１００４号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本発明は、溶剤に不溶であったり、嵩高く反応性が低かったりするカルボニル化合物を用
いても、高いアセタール化度を有するビニルアセタール系重合体を製造することができる
ビニルアセタール系重合体の製造方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
本発明は、混練機内でビニルアルコール系重合体とカルボニル化合物と水との混合物に窒
素を導入し、上記窒素中で上記ビニルアルコール系重合体と上記カルボニル化合物とを混
練反応させる第一工程と、二酸化炭素を混練機内に導入し、上記二酸化炭素中で上記ビニ
ルアルコール系重合体と上記カルボニル化合物とを更に混練反応させる第二工程とを有す
るビニルアセタール系重合体の製造方法である。
以下に本発明を詳述する。
【０００７】
本発明者は、混練機内にて、窒素中でビニルアルコール系重合体とカルボニル化合物とを
混練反応させ、次いで二酸化炭素中で上記ビニルアルコール系重合体と上記カルボニル化
合物とを更に混練反応させることにより、特に上記カルボニル化合物が、嵩高い置換基を
有している場合や、上記ビニルアルコール系重合体がエチレン－ビニルアルコール共重合
体である場合において、無溶媒系又は無溶媒系に近い条件下でアセタール化度の高いビニ
ルアセタール系重合体を得ることができることを見出し、本発明を完成させるに至った。
【０００８】
本発明のビニルアセタール系重合体の製造方法は、混練機内でビニルアルコール系重合体
とカルボニル化合物と水との混合物に窒素を導入し、上記窒素中で上記ビニルアルコール
系重合体と上記カルボニル化合物とを混練反応させる第一工程と、二酸化炭素を混練機内
に導入し、上記二酸化炭素中で上記ビニルアルコール系重合体と上記カルボニル化合物と
を更に混練反応させる第二工程とを有する。
【０００９】
本明細書においてビニルアルコール系重合体とは、主鎖にビニルアルコール単位を持つ高
分子化合物を意味する。上記ビニルアルコール系重合体は特に限定されず、ポリビニルア
ルコール、部分鹸化ポリ酢酸ビニル、エチレン変性ポリビニルアルコール等が挙げられる
。
【００１０】
本発明のビニルアセタール系重合体の製造方法において用いられるビニルアルコール系重
合体は、主鎖中にエチレン単位を含有することが好ましい。主鎖中にエチレン単位を含有
することにより、上記ビニルアルコール系重合体の吸湿性の高さ、及び、成形性の悪さを
改善することができる。
【００１１】
上記ビニルアルコール系重合体の重合度は特に限定されないが、好ましい下限は３５０で
ある。上記ビニルアルコール系重合体の重合度が３５０未満であると、フィルム等の成形
体に成形するときに、得られる成形体の強度が劣ったり、成形自体が困難であったりする
ことがある。上記ビニルアルコール系重合体の重合度のより好ましい下限は５００である
。
【００１２】
本発明のビニルアセタール系重合体の製造方法において用いられるカルボニル化合物は特
に限定されないが、アルデヒドが好適である。なかでも、得られるビニルアセタール系重
合体分子が、ガラス転移温度が高く耐熱性に優れたものとなることから、置換基を有する
芳香環、置換基を有するシクロオレフィン環、又は、置換基を有する飽和炭化水素環を有
するアルデヒドがより好適である。
【００１３】
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上記カルボニル化合物の配合量は特に限定されないが、上記ビニルアルコール系重合体が
有する水酸基量に対して、好ましい上限は２０当量である。上記カルボニル化合物の配合
量が２０当量を超えると、生成物から残存するカルボニル化合物を除去することが困難と
なることがあり、また、混練機を用いて混練する際に混合効率が低下することがある。上
記カルボニル化合物の配合量の下限は特に限定されず、目的とするアセタール化度等に応
じて適宜決定すればよい。上記カルボニル化合物の配合量のより好ましい上限は１０当量
である。
なお、上記当量とは、上記ビニルアルコール系重合体中の水酸基モル数と求めるアセター
ル化に必要なモル数の比を意味する。
【００１４】
本発明のビニルアセタール系重合体の製造方法において用いられる水の配合量は特に限定
されないが、上記ビニルアルコール系重合体１００重量部に対して、好ましい下限は５０
重量部、好ましい上限は４００重量部である。上記水の配合量が５０重量部未満であると
、ビニルアルコール系重合体を充分に可塑化できないことがある。上記水の配合量が４０
０重量部を超えると、アセタール化反応の逆反応である加水分解反応が起き、アセタール
化度が低下してしまうことがある。
【００１５】
上記窒素及び上記二酸化炭素は、上記ビニルアルコール系重合体中に含浸してこれを可塑
化し、更に混練されることで溶媒系に近い条件でアセタール化反応を進行させる役割を有
する。
また、本発明のビニルアセタール系重合体の製造方法は、上記窒素中で混練反応を行う第
一工程の後に上記二酸化炭素中で混練反応を行う第二工程を有することでアセタール化反
応を大きく進行させることができる。上記二酸化炭素は可塑化効果が大きい一方で、上記
ビニルアルコール系重合体の水酸基と相互作用し、アセタール化反応を阻害すると考えら
れる。先に上記窒素中である程度アセタール化反応を進行させておくことで、上記二酸化
炭素と上記水酸基との相互作用を抑えることができ、上記二酸化炭素の上記ビニルアルコ
ール系重合体に対する可塑化効果を充分に発揮してアセタール化反応を大きく進行させる
ことができると考えられる。
【００１６】
上記窒素及び上記二酸化炭素の供給位置は特に限定されず、例えば、後述する混練機の加
熱バレルに設けられたガス注入口、混練機のホッパー等が挙げられる。
【００１７】
上記窒素及び上記二酸化炭素を導入する際の圧力は特に限定されないが、上記窒素及び上
記二酸化炭素のビニルアルコール系重合体への含浸速度を上げるために１ＭＰａ以上の高
圧状態、更には超臨界状態とすることが好ましい。
【００１８】
本発明のビニルアセタール系重合体の製造方法には、更に反応効率を向上させる目的で、
ビニルアルコール系重合体とカルボニル化合物とのアセタール化反応に作用する酸触媒を
用いてもよい。
上記酸触媒は特に限定されず、例えば、硫酸、塩酸、硝酸、パラトルエンスルホン酸等が
挙げられる。
【００１９】
上記窒素及び上記二酸化炭素中で上記ビニルアルコール系重合体と上記カルボニル化合物
とを混練反応させる際の温度は特に限定されないが、好ましい下限は５０℃、好ましい上
限は２００℃である。上記混練反応させる際の温度が５０℃未満であると反応効率が悪く
なりビニルアセタール系重合体が得られないことがある。上記混練反応させる際の温度が
２００℃を超えるとビニルアルコール系重合体が熱劣化することがある。
【００２０】
本発明のビニルアセタール系重合体の製造方法に用いられる混練機は、樹脂を加熱して混
練することができ、また、耐圧性のあるものであれば特に限定されず、押出し機、プラス
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ト混練機、混練機能付きオートクレーブ等が挙げられる。ただし、押出し機を用いる場合
には、上記窒素及び上記二酸化炭素を導入し、ビニルアルコール系重合体とカルボニル化
合物とを混練反応させる際に押出し機内の圧力を充分に上げられるように、吐出口を栓で
封じておく必要がある。
【００２１】
本発明のビニルアセタール系重合体の製造方法によって製造されるビニルアセタール系重
合体もまた、本発明の１つである。
【００２２】
本発明のビニルアセタール系重合体は特に限定されず、例えば、下記一般式（１）～（５
）に示すビニルアセタール系重合体等が挙げられる。例えば、一般式（５）で表される本
発明のビニルアセタール系重合体は、混練機内でビニルアルコール系重合体と置換基を有
する２－ナフトアルデヒドと水との混合物に窒素を導入し、上記窒素中で上記ビニルアル
コール系重合体と上記置換基を有する２－ナフトアルデヒドとを混練反応させ、次いで二
酸化炭素を混練機内に導入し、上記二酸化炭素中で上記ビニルアルコール系重合体と上記
置換基を有する２－ナフトアルデヒドとを更に混練反応させることで得られる。
【００２３】
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【００２４】
式（１）～（５）中、Ｒ１～Ｒ４は、水素原子、アルキル基等の置換基を表し、Ｒ１～Ｒ
３のいずれか少なくとも１つはアルキル基である。
【００２５】
上記アルキル基は特に限定されないが、ｔｅｒｔ－ブチル基のように分枝構造を有するア
ルキル基が好適である。また、上記アルキル基は、芳香環、シクロオレフィン環、又は、
飽和炭化水素環に直接結合していてもよいし、エステル結合、エーテル結合、アミド結合
等を介して結合していてもよい。
【００２６】
上記一般式（１）～（５）に示すようなビニルアセタール系重合体は透明性に優れること
に加え、反応に用いたカルボニル化合物由来の嵩高い置換基を有することによりビニルア
セタール系重合体分子の主鎖の回転が妨げられることからガラス転移温度が高くなり、優
れた耐熱性を発揮することができる。
【００２７】
本発明のビニルアセタール系重合体のアセタール化度は特に限定されないが、好ましい下
限は５０モル％、好ましい上限は９０モル％である。上記アセタール化度が５０モル％未
満であると、本発明のビニルアセタール系重合体に充分な耐熱性が得られないことがある
。上記アセタール化度が９０モル％を超えると、本発明のビニルアセタール系重合体の耐
溶剤性が悪くなることがある。ただし、上限については、用途に対して要求される耐溶剤
性や耐熱性を満たす限りにおいて、この限りではない。上記アセタール化度のより好まし
い下限は６０モル％である。
なお、本明細書においてアセタール化度の算出方法は、全水酸基量に対する反応した水酸
基量を用いて求める。即ち、全水酸基量はビニルアセタール系重合体に存在する水酸基量
とアセタール化した水酸基量の和となり、反応した水酸基量はアセタール化した水酸基量
となる。全水酸基量及び反応した水酸基量は、例えば１Ｈ－ＮＭＲを用いて求めることが
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できる。
【００２８】
本発明のビニルアセタール系重合体を用いれば、極めて高い透明性と優れた耐熱性とを有
する成形体を得ることができ、このような成形体は光学用途に好適に用いることができる
。
また、本発明のビニルアセタール系重合体は、ポリビニルブチラールやエチレン－ビニル
アルコール共重合体等の現在広く利用されている樹脂との相溶性に優れることから、混合
することによりこれらの樹脂の改質を行ったりする改質剤としても有用である。更に、ポ
リビニルブチラールやエチレン－ビニルアルコール共重合体と他の樹脂とを混合する際の
相溶化剤としても有用である。例えば、本発明のビニルアセタール系重合体を、ポリ酢酸
ビニル、エチレン－酢酸ビニル共重合体、エチレン－ビニルアルコール共重合体、ポリビ
ニルブチラール樹脂、及び、これらの誘導体等に混合することで、これらの樹脂の耐熱性
を向上させたり、光学的な性質を向上させたりすることができる。また、ポリエチレンや
ポリプロピレン等のポリオレフィン樹脂に混合することで、ポリオレフィン樹脂に極性を
付与することができる。
【発明の効果】
【００２９】
本発明によれば、溶剤に不溶であったり、嵩高く反応性が低かったりするカルボニル化合
物を用いても、高いアセタール化度を有するビニルアセタール系重合体を製造することが
できるビニルアセタール系重合体の製造方法を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
以下に実施例を掲げて本発明を更に詳しく説明するが、本発明はこれら実施例のみに限定
されない。
【００３１】
（実施例１）
鹸化度９９％、重合度５００のポリビニルアルコール１０ｇに対して、２－ナフトアルデ
ヒド２０ｇと、パラトルエンスルホン酸０．１ｇとを加えて混合し、混合試料を得た。押
出し機の吐出口を栓で封じ、得られた混合試料をホッパーより投入し、更に水１０ｇを液
添ポンプにて投入し、窒素を含浸させながらスクリューを回転させて混練を開始した。押
出し機の混練反応部のシリンダー温度は１２０℃、圧力は２ＭＰａとした。２分後、ベン
ト部より水、窒素を抜き、次いで水を液添ポンプにて投入し、圧力を２ＭＰａに保ったま
ま二酸化炭素を圧力ポンプにて含浸させ、更に混練反応を行った。３分後スクリューの回
転を止め、押出機の吐出口よりビニルアセタール系重合体を回収した。
得られたビニルアセタール系重合体をジメチルスルホキシドに溶解し、水への沈殿を３回
行ってから充分乾燥させた後、重水素化ジメチルスルホキシドに再溶解し、１Ｈ－ＮＭＲ
測定によりアセタール化度を測定したところ、６３モル％であった。
【００３２】
更に、示差走査型熱量計（ＴＡインスツルメント社製、「ＤＳＣ　２９２０　Ｍｏｄｕｌ
ａｔｅｄ　ＤＳＣ」）を用いて１０℃／分の昇温過程で測定したところ、得られたビニル
アセタール系重合体のガラス転移温度は１４７℃であった。
【００３３】
（実施例２）
鹸化度９９％、重合度５００のポリビニルアルコール１０ｇに対してパラトルエンスルホ
ン酸０．１ｇを加えて混合し、混合試料を得た。押出し機の吐出口を栓で封じ、得られた
混合試料をホッパーより投入し、水１０ｇと、クミンアルデヒド１０ｇとを液添ポンプに
て注入しながらスクリューを回転させ、窒素を含浸して混練を開始した。押出し機の混練
反応部のシリンダー温度は１２０℃、圧力は２ＭＰａとした。２分後、ベント部より水、
未反応のクミンアルデヒド、窒素を抜き、次いで新たに水１０ｇ、クミンアルデヒド１０
ｇを液添ポンプにて投入し、圧力を２ＭＰａに保ったまま二酸化炭素を圧力ポンプにて含
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浸させ、更に混練反応を行った。３分後スクリューの回転を止め、押出機の吐出口よりビ
ニルアセタール系重合体を回収した。
得られたビニルアセタール系重合体について実施例１と同様の方法により測定したところ
、アセタール化度は６５モル％、ガラス転移温度は１３２℃であった。
【００３４】
（実施例３）
鹸化度９９％、重合度５００のポリビニルアルコール１０ｇに対してパラトルエンスルホ
ン酸０．１ｇを加えて混合し、混合試料を得た。押出し機の吐出口を栓で封じ、得られた
混合試料をホッパーより投入し、水１０ｇと、クミンアルデヒド２０ｇとを液添ポンプに
て注入しながらスクリューを回転させ、窒素を含浸して混練を開始した。押出し機の混練
反応部のシリンダー温度は１２０℃、圧力は２ＭＰａとした。２分後、新たに二酸化炭素
を圧力ポンプにて圧力が８ＭＰａとなるまで含浸させ、更に混練反応を行った。３分後ス
クリューの回転を止め、押出機の吐出口よりビニルアセタール系重合体を回収した。
得られたビニルアセタール系重合体について実施例１と同様の方法により測定したところ
、アセタール化度は６８モル％、ガラス転移温度は１３３℃であった。
【００３５】
（実施例４）
鹸化度９９％、重合度５００、エチレン含有量３４モル％のエチレン－ビニルアルコール
共重合体１０ｇに対して、２－ナフトアルデヒド２０ｇと、パラトルエンスルホン酸０．
１ｇとを加えて混合し、混合試料を得た。押出し機の吐出口を栓で封じ、得られた混合試
料をホッパーより投入し、更に水１０ｇを液添ポンプにて投入し、窒素を含浸させながら
スクリューを回転させて混練を開始した。押出し機の混練反応部のシリンダー温度は１２
０℃、圧力は２ＭＰａとした。２分後、ベント部より水、窒素を抜き、次いで水を液添ポ
ンプにて投入し、圧力を２ＭＰａに保ったまま二酸化炭素を圧力ポンプにて含浸させ、更
に混練反応を行った。３分後スクリューの回転を止め、押出機の吐出口よりビニルアセタ
ール系重合体を回収した。
得られたビニルアセタール系重合体をジメチルスルホキシドに溶解し、水への沈殿を３回
行ってから充分乾燥させた後、重水素化ジメチルスルホキシドに再溶解し、１Ｈ－ＮＭＲ
測定によりアセタール化度を測定したところ、６２モル％、ガラス転移温度は１０５℃で
あった。
【００３６】
（比較例１）
鹸化度９９％、重合度５００のポリビニルアルコールの１０重量％水溶液５０ｇに対して
、２－ナフトアルデヒド１０ｇと、パラトルエンスルホン酸０．０５ｇとを加え、スター
ラーを用いて５分間撹拌して混合溶液を得た。得られた混合溶液を８０℃で３時間撹拌し
、ビニルアセタール系重合体分散液を回収した。
得られた分散液を脱水乾燥し、実施例１と同様の方法により測定したところ、アセタール
化度は１４モル％であった。
【００３７】
（比較例２）
鹸化度９９％、重合度５００のポリビニルアルコールの１０重量％水溶液５０ｇに対して
、２－ナフトアルデヒド１０ｇと、パラトルエンスルホン酸０．０５ｇとを加え、スター
ラーを用いて５分間撹拌して混合溶液を得た。得られた混合溶液をオートクレーブ装置（
耐圧硝子社製）に入れ、圧力ポンプを用いてオートクレーブ装置内が８ＭＰａになるまで
二酸化炭素を送り込みながら、ヒーターでオートクレーブ装置を１２０℃まで加熱した。
３０分間加熱した後、８０℃まで冷却を行い、開圧後にスパーテルを用いてビニルアセタ
ール系重合体を回収した。
得られたビニルアセタール系重合体について実施例１と同様の方法により測定したところ
、アセタール化度は３１モル％であった。
【００３８】
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鹸化度９９％、重合度５００のポリビニルアルコール１０ｇに対して、２－ナフトアルデ
ヒド２０ｇと、パラトルエンスルホン酸０．１ｇとを加えて混合し、混合試料を得た。押
出し機の吐出口を栓で封じ、得られた混合試料をホッパーより投入し、水１０ｇを液添ポ
ンプにて投入させながらスクリューを回転させて混練を開始した。押出し機の混練反応部
のシリンダー温度は１２０℃とした。５分後、スクリューの回転を止め押出機の吐出口よ
りビニルアセタール系重合体を回収した。
得られたビニルアセタール系重合体について実施例１と同様の方法により測定したところ
、アセタール化度は５モル％であった。
【００３９】
（比較例４）
鹸化度９９％、重合度５００のポリビニルアルコール１０ｇに対して２－ナフトアルデヒ
ド２０ｇ、パラトルエンスルホン酸０．１ｇ加えて混合し、混合試料を得た。押出し機の
吐出口を栓で封じ、ホッパーより試料を投入し、水１０ｇを液添ポンプにて投入、二酸化
炭素を圧力ポンプにて含浸させながら、スクリューを回転させて混錬を開始した。押出し
機の混練反応部のシリンダー温度は１２０℃、圧力は２ＭＰａとした。５分後スクリュー
の回転を止め押出機の吐出口よりビニルアセタール系重合体樹脂を回収した。
得られたビニルアセタール系重合体について実施例１と同様の方法により測定したところ
、アセタール化度は４７モル％であった。
【００４０】
（比較例５）
鹸化度９９％、重合度５００のポリビニルアルコール１０ｇに対して、２－ナフトアルデ
ヒド２０ｇと、パラトルエンスルホン酸０．１ｇとを加えて混合し、混合試料を得た。押
出し機の吐出口を栓で封じ、得られた混合試料をホッパーより投入し、更に水１０ｇを液
添ポンプにて投入し、二酸化炭素を含浸させながらスクリューを回転させて混練を開始し
た。押出し機の混練反応部のシリンダー温度は１２０℃、圧力は２ＭＰａとした。２分後
、ベント部より水、二酸化炭素を抜き、次いで水を液添ポンプにて投入し、窒素を含浸さ
せ、更に混練反応を行った。３分後スクリューの回転を止め、押出機の吐出口よりビニル
アセタール系重合体を回収した。
得られたビニルアセタール系重合体について実施例１と同様の方法により測定したところ
、アセタール化度は４３モル％であった。
【００４１】
（比較例６）
鹸化度９９％、重合度５００のポリビニルアルコール１０ｇに対して２－ナフトアルデヒ
ド２０ｇ、パラトルエンスルホン酸０．１ｇ加えて混合し、混合試料を得た。押出し機の
吐出口を栓で封じ、ホッパーより試料を投入し、水１０ｇを液添ポンプにて投入、窒素を
含浸させながら、スクリューを回転させて混錬を開始した。押出し機の混練反応部のシリ
ンダー温度は１２０℃、圧力は２ＭＰａとした。５分後スクリューの回転を止め押出機の
吐出口よりビニルアセタール系重合体樹脂を回収した。
得られたビニルアセタール系重合体について実施例１と同様の方法により測定したところ
、アセタール化度は３０モル％であった。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
本発明によれば、溶剤に不溶であったり、嵩高く反応性が低かったりするカルボニル化合
物を用いても、高いアセタール化度を有するビニルアセタール系重合体を製造することが
できるビニルアセタール系重合体の製造方法を提供することができる。
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